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　入賞作品 

最優秀賞 優秀賞 優秀賞 

建築都市デザイン学科３年!
東田雄崇さん 

建築都市デザイン学科３年!
須田麻友さん 

建築都市デザイン学科４年!
古謝正太朗さん 

厳正な審査の結果、以下の最優秀賞１点・優秀賞２点が選出された。!

応募総数：13点　　応募者：13組!15名（12～27歳）!
!
審査委員：土橋 喜人（地域デザイン科学部 客員教授・審査委員長）!
　　　　　大森 宣暁（地域デザイン科学部 教授）!
　　　　　大塚 訓平（NPO法人アクセシブル･ラボ 代表理事） 
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　最優秀賞 

建築都市デザイン学科３年　東田雄崇さん 

私たちの住む世界は3次元である一方でピクトグラムは2次元で構成されたものがほとんどである。この次元の違いから伝わ
りにくいピクトグラムを見かけるときがある。また、L字手すりや跳ね上げ式手すりは平面的または断面的な情報だと形が伝
わりにくい。以上の2点から断面的かつ平面的な情報を持つ3次元でピクトグラムを表現する。 
また、バリアフリートイレの左右勝手という細かな違いを伝えるためには、バリアフリートイレの特定の情報（手すりやト
イレの位置など）を抽出し簡潔に表現することが必要だと感じた。そのため、今回は手すり、トイレ、壁、床という伝えた
い情報のみで構成した。 

審査員のコメント!
!
土橋喜人先生より!
・シンプルで、かつ分かりやすい。!
・補足情報なしに、自分が使いやすい!
　トイレかどうか直感的に分かる。!
・絵みたいな表現が分かりやすい一方で、!
　ピクトとして成り立つかどうか。!
!
大塚訓平さんより!
・空間が把握しやすい。!
・ピクトグラムは二次元の表現という!
　一般認識から立ち返った、!
　学生ならではの面白さがある。!
・線的な表現がマップになったとき!
　分かるかどうか。!
!
大森宣暁先生より!
・あえて三次元で考えたのが新しい。!
・分かりやすい。!
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建築都市デザイン学科３年　須田麻友さん 

　優秀賞 

利用者をイメージしたピクトグラムに対して、右と左のどちらにどのような手すりがあるかを分かるようなピクトグラムにした。
壁側であり、身体障がい者が自分の体を支えるために使いやすいL字手すりがどちらにあるか分かるのが障がい者にとっては重要
であると考えたため、L字の手すりを濃く表現し、跳ね上げ式の手すりは薄く表現した。また、L字手すりがあるのは壁側である
ことと、トイレの利用者がL字手すりを頼りにつかまることを考えると、介助者が立つのはL字手すりの反対側であることがわか
るので、どちらに介助者が立てるスペースがあるかという表現は省略した。 

審査員のコメント!
!
土橋喜人先生より 
・ピクトとして分かりやすい。!
・色数が多いと、色が分かりづらい!
　かもしれない。 
 
大塚訓平さんより 
・車椅子ユーザーからすると分かりやすい。 
・3色使っているため、色弱や弱視の方には!
　色が判別しづらいことがある。!
 
大森宣暁先生より 
・複雑に見えて分かりやすい。!
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建築都市デザイン学科４年　古謝正太朗さん 

　優秀賞 

国土交通省総合政策局安心生活政策課の「多様な利用者に配慮したトイレの整備方策に関する調査研究報告書（平成24年3
月）」によると、トイレの入り口でトイレ内レイアウトを確認する利用者は「初めての使用だと確認する＝39.0％」「いつも
確認する＝15.2％」で合計54.2％と半数以上となり、利用者にとってバリアフリートイレの左右勝手の重要性が伺える。左右
半身が不自由な人の場合、L字手すりやペーパー、洗浄ボタンが不自由のない側に設置されていることが安全で使いやすいこ
とになる。このピクトグラムはL字手すりを掴んだ手を描くことで左右勝手を表現したものであり、左右の解釈や言語の壁と
いった左右勝手を伝える上での課題を1アクションで解決する。それは利用者が自身の手でピクトグラムを真似ることである。
自身の右手がピクトグラムと同じになれば右勝手、左手と同じになれば左勝手にレイアウトされていると確認できる。 

審査員のコメント!
!
土橋喜人先生より!
・どちらの手で手すりをつかむのか直感的に分かる。!
・トイレかどうか分からないが、!
　他のピクトと併用することによって!
　分かりやすいものになるかもしれない。!
!
大塚訓平さんより!
・確かにこう握るよな、と。左右が分かりやすい。!
・一方で、トイレであることは分かりにくい。!
・L字手すりをこのように掴まない人もいる。!
!
大森宣暁先生より!
・分かる人には分かりやすいデザイン。!
・トイレかどうか分からない。!
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　総　評 

審査委員長　土橋喜人先生 

　今回のコンペには短期間の募集にもかかわらず想定以上に多くの応募があり、主催者一同、喜んでおります。
また提出された作品のクオリティについても、いずれも真剣に取り組んだ形跡が見られました。 
　多機能トイレの右勝手・左勝手は、導入されて十数年であり、まだ日本の中でも統一されたピクトもなく、国
内でも一部の施設にしか取り入れられていません。そして世界でもこのような左右勝手のある多機能トイレを取
り入れている国はわずかです。その為、今回のコンペは挑戦的であり、世界標準も目指すことができるものです。 
　選に漏れた作品は、わかりやすさ、に不足がありました。場所がトイレなのかどこなのかわからないものが
ありました。多かったのは「右」や「左」、「Right」や「Le5」等の文字が使われていましたが、右勝手―左勝
手、右利き―左利き、右麻痺―左麻痺、等が多様な解釈があり、直感的にわかりにくく選外としました。ピクト
で表現しようと試みたものもありましたが、直感的にはわかりにくいとの評価となりました。 
　その中で、表彰された3点は、いずれも一目でわかるものであり、利用者が考えずとも直感的にわかるものが
選ばれました。優秀賞の1点目は手すりを握っていることで直ぐにどちらの手で操作するのかがわかります。2点
目はピクトらしいデザインで使い方もわかりやすいです。最優秀賞は、見たものズバリでわかりやすく、三次元
でピクトを表現した点が高く評価されました。 
　いずれの応募作品も工夫を凝らし、ユニークな発想に基づいており、バリアフリーの実務や研究に詳しい審査
員一同も非常に迷う選考となりました。今後の皆様のご活躍を期待しております。 
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　表彰式（３月２日） 

入賞した３名の記念撮影 

3月2日には、地域デザインセンターで!
表彰式が行われ、土橋審査委員長から!
学部長名による賞状が手渡された。!
!
また、コンペ実施のきっかけとなった!
カンセキスタジアムの担当のお二方も!
同席し、最優秀案についてスタジアム!
内サインへの採用を、検討いただける!
こととなった。!
!
学生には!
　学外の施設管理者の方々の意見!
　学外の障がい者の方々の意見!
を聞く、よい機会となった。 

コンペ企画・実行：!
　古賀 誉章　（地域デザイン科学部 准教授）!
　土橋 喜人　（地域デザイン科学部 客員教授）!
　野原 康弘　（地域デザインセンター コーディネーター）!
　矢口 奈緒美（建築都市デザイン学科 ４年） 6 




